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第５２回 北陸公衆衛生学会プログラム 
 

 

 

 

 

       学会長   石川県健康福祉部長 塗師  亜紀子 

 

       日 時   令和７年１１月２１日（金）９：４５～ 

                              （受付開始時間  ９：１５～） 

 

       場 所   石川県地場産業振興センター 

              （石川県金沢市鞍月 2丁目 1番地 TEL 076-268-2010） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＝ 研究発表上の注意事項 ＝ 

  １．演者は必ず受付を完了し、次演者は次演者席についてください。 

  ２．口演時間は７分、質疑は３分を厳守願います。 

  ３．口演時間終了の１分前（６分後）にベル１回、口演時間終了時（７分後）に 

ベル２回でお知らせします。 
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Ⅰ 開  会                                    9:45 

 

Ⅱ 優秀演題賞の部（第１会場 第５研修室） 

 

  座長  原 章規（金沢大学）                     9:45～10:25 

   

 

１－１ 令和６年能登半島地震における給食施設の被災状況調査・巡回指導を踏まえた 

災害対策の推進 

〇政谷沙央里、平田直美、後藤善則（石川県能登中部保健所） 

 

１－２ 栄養ほっとラインの実績からみえてきた必要な食支援 

〇米倉里佳、吉岡光代、折坂聡美、長谷川智朗、越田理恵（金沢市保健所） 

 

１－３ 部署横断的チームによる金沢市保健所の情報発信体制の検討 

〇中射知美、北岡政美、長田麻由、木谷聖、村松未佳、高尾竜司、嶋崎瑞歩、 

熊野英子、瀬角藍子、作田早紀、河合千弘、越田理恵（金沢市保健所） 

 

１－４ 職域における脳ドック 一万人の受診結果報告と開始年齢の検討 

○南昌秀、和角陽子、新谷明里（コマツクリニック コマツ粟津健康管理室 

コマツ健康増進センタ疾病対策チーム） 

 

   

座長  佐藤 一博（福井市保健所）                  10:30～11:00 

 

 

１－５ 外国人を雇用する企業に出向いた結核健康教育 10 年の成果と早期受診に導く

方策 

〇田中万尋、市塚真由美、後藤善則（石川県能登中部保健所）
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  １－６ パンデミックに備えた AI電話の導入 

〇下畑ひかり、髙松知佳子、折坂聡美、大松由紀子、長谷川智朗、越田理恵 

（金沢市保健所） 

 

１－７ 氷見支所管内における社会福祉施設への感染対策支援専門家派遣事業の取り組 

みと本事業に対する満足度調査 

○石田遥香１、利田智恵２、田中恒久１、板鼻広美１、牧本優美１ 

（1:富山県高岡厚生センター氷見支所、2:富山県厚生部健康対策室） 

 

 

  座長  櫻井 勝（金沢医科大学）                   11:05～11:35 

 

 

１－８ 石川県におけるマクロライド耐性百日咳菌検査体制について 

○中村幸子、塩本高之、緩詰沙耶、木村恵梨子、倉本早苗（石川県保健環境セ 

ンター）本田美希、西出恵里（石川県健康福祉部健康推進課） 

 

１－９ メタゲノム解析を端緒に判明した莢膜を欠く肺炎球菌による結膜炎患者の集積 

事例 

〇金谷潤一 1、大島萌愛 1、吉田琴羽２、齋藤和輝 1、橋野正紀 3、堀場千尋 3、 

常彬 4、明田幸宏 4、森田恒史 5、谷英樹 2、大石和徳 1 

（1:富山県衛生研究所 細菌部、2:富山県衛生研究所 ウイルス部、3:JIHS 国 

立感染症研究所 病原体ゲノム解析研究センター、4:JIHS 国立感染症研究所 

細菌第一部、5:森田眼科医院） 

 

１－10 富山県内の野生イノシシにおける日本脳炎ウイルスと重症熱性血小板減少症候 

群ウイルスの侵淫状況調査に関する研究 

〇矢澤俊輔１、吉田琴羽１、藤井晃太郎 2、佐賀由美子１、谷口咲羅１、松田麻未 3、 

鈴木亮介 3、林昌宏 3、谷英樹１ 

（1:富山県衛生研究所、2: 富山県東部家畜保健衛生所、3:国立健康危機 

管理研究機構国立感染症研究所） 
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Ⅲ 一般口演 午前の部（第２会場 第３研修室） 

 

座長  髙木 和貴（福井県坂井健康福祉センター）          9:45～10:25 

 

 

２－１ 高齢者施設におけるパンデミック対策 ～自立・自律を目指した感染症対応力 

支援～ 

〇加藤ほのか１、杉木瑠衣１、辺見綾乃１、山岸沙樹１、佐藤朝子１、山崎景子１、 

中田恭子１、佃早希子２、藤川千恵子２、神澤幸恵３、北村英子３、米多弘子３、 

赤尾康子４、小森幸子４、太田律子５、立花常代６、根上剛７、金谷周８、 

北みゆき９、小谷口みさき９、森田弘子 10、米田太郎３、沼田直子１ 

（1:石川県南加賀保健福祉センター、2:石川県健康福祉部健康推進課、3:小松 

市民病院、4:加賀市医療センター、5:能美市立病院、6:国立病院機構石川病 

院、7:やわたメディカルセンター、8:KKR北陸病院、9:芳珠記念病院、10:森 

田病院） 

 

２－２ 病院と連携した結核対策の推進について ～南加賀保健所管内における連絡会 

の取り組み～ 

〇山岸沙樹、仁野生吹、山下あみ、加藤ほのか、藤田優季、丸山美織、 

佐藤朝子、山崎景子、沼田直子（石川県南加賀保健福祉センター） 

 

２－３ 金沢市保健所における過去 10年間の保存菌株の分析と検討 

〇西出実央、山﨑貴美、中射知美、北岡政美、河合千弘、越田理恵（金沢市保 

健所） 

 

２－４ 2024/2025シーズンの高齢者におけるインフルエンザの再流行と侵襲性肺炎球 

菌感染症患者の増加 

〇田村恒介１、髙田真衣１、金谷潤一１、常彬２、澤武功純３、八木智子４、 

川上利恵５、小林夢５、奥村真智子６、扇のぞみ７、川尻百香７、竹内比佐子７、 

笹島仁１、大石和徳１ 

（1:富山県衛生研究所、2:国立健康危機管理研究機構 国立感染症研究所、 

3:富山市保健所、4:富山県新川厚生センター、5:富山県砺波厚生センター、 

6:富山県高岡厚生センター、7:富山県感染症･疾病対策課） 
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座長  辻口 博聖（金沢大学）                    10:30～11:30 

 

 

２－５ 石川中央保健福祉センターにおける自殺未遂者支援の取り組みについて 

〇大野有加、麻生有佑未、竹本玲湖、北村誠一、北野浩子、大矢紀子、 

木曽啓介（石川県石川中央保健福祉センター） 

 

２－６ 協働をすすめる効果的な事例検討について～“フェースシート”の工夫～ 

〇藤田優季１、加藤ほのか１、山崎景子１、田中美空萌２、佃早希子３、沼田直子１ 

（1:石川県南加賀保健福祉センター、2:石川県健康福祉部少子化対策監室、 

3:石川県健康福祉部健康推進課） 

 

２－７ 医療が必要になっても地域で生活し続けるために（第１報）～保健所を核とし 

たタイムリーな利用可能空床数等の医療介護資源情報共有システム「つながる 

さかい」の構築と今後～ 

〇三井裕美子、檜皮咲季、室田美幸、髙木和貴（福井県坂井健康福祉センター）、 

坪田直子（福井県丹南健康福祉センター）、田中修平（福井県地域医療課）、 

田中佳那子、堀祐貴（福井県長寿福祉課） 

 

２－８ 医療が必要になっても地域で生活し続けるために（第２報）～保健所を核とし 

た認定指導看護師、認定特定行為業務従事者育成制度の構築と今後～ 

〇檜皮咲季、三井裕美子、室田美幸、髙木和貴（福井県坂井健康福祉センター）、 

坪田直子（福井県丹南健康福祉センター）、田中修平（福井県地域医療課）、 

田中佳那子、堀祐貴（福井県長寿福祉課） 

 

２－９ 地域・職域連携推進事業を効果的に展開するための健康課題の分析 

〇向井裕紀子、中野智子、西尾裕子、市川宏枝、沖智子、岩﨑博道、 

佐々木富代（福井県丹南健康福祉センター） 

 

２－10 保健所を核とした勉強会による地域･職域連携推進事業レベルアップの試み 

＝地域の産業保健師、人事・労務担当者と保険者や行政、大学教員との顔の見 

える関係の構築について＝ 

〇倉内美奈、西村日菜、池田直子、髙木和貴 （福井県坂井健康福祉センター） 
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昼食・休憩                           11：35～13：00 

 

 

理事会・評議員会（第７研修室）                 12：15～13：00 

 

 

Ⅳ 総  会（第１会場 第５研修室）                  13：00～13：25 

１． 学会長あいさつ 

２． 理事長あいさつ 

３． 議  事 

      （１）令和６年度事業報告および決算報告 

      （２）令和８年度事業計画および収支予算（案） 

      （３）その他 

  ４．次期学会長あいさつ 

 

Ⅴ 特別講演（第１会場 第５研修室）                 13：30～15：00 

 

  演 題  「災害医療対応・DMAT活動の変遷」 

  講 師  国立健康危機管理研究機構 DMAT事務局次長 近藤 久禎氏 

  座 長  菊地  修一（石川県健康福祉部次長） 

 

 

Ⅵ 一般口演 午後の部（第１会場 第５研修室） 

 

  座長  竹田 享代（富山県中部厚生センター）           15：20～16：10 

 

 

１－11 飲食店で発生した腸管出血性大腸菌 O157食中毒事件に係る広域監視体制と 

MLVA法についての一考察 

○中澤柾哉、水嶋浩晃、山本妙子、細川明香、市塚真由美、後藤善則（石川県 

能登中部保健所）坪田誠（石川県能登北部保健所）中村幸子（石川県保健環 

境センター） 

 

 

 

 



7 

 

１－12 令和６年能登半島地震をうけての被災地保健所における食品衛生業務の実際 

〇藤坂彩佳（石川県能登北部保健福祉センター（現・石川県健康福祉部薬事衛 

生課））山本紀彦、小向信明、坪田誠（石川県能登北部保健福祉センター） 

後藤善則（石川県能登中部保健福祉センター） 

 

１－13 食品の異物混入について 

○山長莉久、大久保圭祐、木村陽平、松田潤一郎、越田理恵（金沢市保健所） 

 

１－14 管内と畜場に搬入された牛の胆汁及び肝臓のカンピロバクター汚染実態調査に 

ついて 

○小西世津香、清水和宏、田中礼子、越田理恵（金沢市保健所） 

 

１－15 寄生虫による食中毒の予防に関するリスクコミュニケーションの実施と今後の 

課題について 

○黒田真弓１、藤岡俊太郎２、西尾恵美里１（1:富山県厚生部生活衛生課、2:富 

山県砺波厚生センター） 

 

 

Ⅶ 一般口演 午後の部（第２会場 第３研修室） 

 

  座長  木曽 啓介（石川県中央保健福祉センター）         15：20～16：10 

 

 

２－11 令和６年能登半島地震後の生活保護の動向と生活困窮者自立支援から考える生 

活再建の課題 

○後藤善則（石川県能登中部保健福祉センター） 

 

２－12 金沢市簡易宿所安心認証事業について 

○春日剛、持田雅、松田潤一郎、越田理恵（金沢市保健所） 

 

２－13  GC-MSを用いた特定悪臭物質炭化水素類の分析法の検討について 

○野﨑拓郎、小寺康丈、河合千弘、越田理恵（金沢市保健所） 
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２－14 獣医師確保対策の実施報告について 

～中高生を対象とした食肉衛生検査所オープンラボの開催～ 

○清水和宏、田中礼子、越田理恵（金沢市保健所） 

 

２－15 学校飼育動物モデル校事業におけるホスティングの導入 

○盛戸正人（公益社団法人福井県獣医師会・福井県坂井健康福祉センター） 

 

 

Ⅷ 閉  会                                    16：15 


